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　空き缶やゴミのないきれいな町をめざし、「関東地方

環境美化運動の日」（５月30日：ゴミゼロの日）を中心

に、町内各地で環境美化キャンペーンが展開されました。

　わたしたちの住みよい生活環境は、わたしたちみんな

の協力があって成り立ちます。拾うより捨てないように

一人ひとりが気をつけ、ゴミのないきれいな町を目指し

ましょう。　　　　　　　　　　　　　（関連記事Ｐ４）
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(平成９年３月31日現在)

(崖位・千円)

科　　　目 予算額 ｌ又入済額 収入率㈲

町　　　　　　税 4,641,222 4,474,150 96.4

地方譲与税 337,000 349,307 103.7

利子割交付金 75,000 73,150 97.5

ゴルフ場利用税交付金 60,000 57,681 96.1

特別地方消費税交付金 2,000 769 38.5

自動車取得税交付金 160,000 169,565 106.0

地方交付税 　2,151,506

-

　　10,000

2,215,918 103.0

交通安全対策特別交付金 11,212 112.1

分担金及び負担金 115,113 116,180 100.9

使用料及び手数料 176,054 169,236　　　96j

国　庫　支　出　金 728,850 688,614 94.5

県　支　出　金 462､746 397,626 85.9

財　産　収　人 32,017 31,988 99.9

寄　　　附　　全 401 400 99.8

繰　　入　　全 544,106 436,746 80.3

繰　　　越　　　全 384,900 384,901 100.0

諸　　収　　人 121,783 122,216 100.4

町　　　　　　債 453,200 168,100 37.1

合　　計 10,455,898 9,867,759 94.4

103,233円

一家あたり

329,607円

⇒

⇒

　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理解し

ていただくとともに、納められた税金や国・県支

出金がどのように使われているかを知っていただ

くために、年２回（６月・12月号広報紙）財政

状況の公表をしています。

　今回は、平成８年度の下半期（平成８年10月

１日から平成９年３月31日）の収入・支出の状

況についてお知らせします。

　なお、この数値は決算とは異なります。それは、

会計年度終了（３月31日）後、４月１日から５

月31日まで出納整理期間があり、この間にお金

の出し入れがあるためです。

般　会 計

　平成８年度の一般会計当初予算は、１ ０１億７淳７７

万８千円（繰越明許費１億２､アアア万８千円）でしたが、

その後、６回の補正予算を組み、当初に比べ2.７％増の

１０４億５､５８９万８千円となりました。

　平成９年３月31目現在の収入清韻は、９８億６､アア５

万９千円（繰越明許費１億２､アアア万８千円）で、歳入

予算額の94.4％にあたります。

　また、支出済韻は、８２億８､４２１万５千円で、歳出

予算額の79.2％となっています。

　詳細にっいては、左表のとおりです。

(単位一円)

38,224 51,996 905 4,272 フ,836

町　民　税 固定資産税 軽自動車税 町たばこ税 都市計画税

122,042 166,015 2,891 13,641 25､018

(法人税、国有資産等所在市町村交付金を除く)
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お
年
寄
り
の
入
浴
、
日
常
動
作
訓

練
、
送
迎
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
し
も
つ
け
荘
委
託
）

屋外にトイレを設置（写真：北小）
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　が｀国民健康保険%．

ﾋﾞ;･予算額　22億8,751万7千円J

jl収入済額　21億7,501万8千円9=

支出済顎　19億2,815万　円

即奨学資金砂

予算額　143万8千円

収入満額　143万8千円

支出済額　142万7千円

□農業集落排水事業□

，予算額

=yjl収入済額

予算額

　収入済額

y=支出済額

一 一 一 一

7･予算額　10億8,154万5千円.';･J　.=i°i･

　収入済額　5億7,977万8千円

1=支出済額　6億5,475万5千円

i･i=（1秦越明許興　　8,219万円μ

３

予算額

事業収益

事業費用

平成8年度下半期財政状況報告
’Ｗぺへ．ペーヘーｔｔ -

歳　出
(単位・千円)

　゛､濯，　詞゛り弓･zz｀｀uu｀｀゛;%..uu｀.;..ゝ

－゛科‾　目

♂♂ % % % % % 　 % % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ 　 、 l μ♂ % % % % % % % % % % % % % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % % % % l ♂ ﾝ

　 予 算 額

. ､ ､ ､ n i ､ ､ 囲 豺 吟 ｀ ｀ ゛ l l ″ i a a

♂ ♂ % % % % % 　 % % % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % % % % % % % % i ♂ ♂ ♂ ♂｀ 支 出 済 額 ″

託問･　;゛．

尨釈

議　　会　　費 149,466 147,882 98.9

総　　務　　費 1,192,081 1,072,381 90.0

民　　生　　費 1,190,311 1,152,419 96.8

衛　　生　　費 1,225,377 777,782 63.5

労　　働　　費 21,996 20,561 93.5

農林水産業費 648,776 384,726 59.3

商　　工　　費 221,071 218,022 98.6

土　　本　　費 2,985,837 1,842,382 61.7

消　　防　　費 602､783 585,969 97.2

敦　　育　　費 1,113,071 1,006,967 90.5

災害復旧費 10,003 ０ ０

公　　債　　費 1,069,324 1,069,324 100.0

諸　支　出　金 5,802 5,800 100.0

予　　算　　費 20,000 ０ ０

合　　　　　計 10,455,898 8,284,215 79.2

事 業師
㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■

予 算 額

祠 本 的 収 入

涵 本 的 支 出

4億8,586万5千円

2億8,221万5千円

4億7,715万6千円

特　別　会　計

　　　　　　下半期執行状況

砂公共下水道事業參

19億4,549万6千円

　6億　616万5千円し

支出済額　16億8,499万9千円

(収支の不足額は、一般会計

から運用しました)

｡｡，舜老人保健事業嘔卜｡

25億6,667万6千円

21億2,821万1千円

21億6,021万3千円

･1=i　§（収支の不足額は、一般会計jj

:=ｿ　:j=から運用しました）

〔戸水　道

5億　829万5千円

5億5,751万　円

4億9,896万2千円

(資本的収支の収入が支出額に対して不足する額は、過年度及び当年度

損益勘定留保資金、当年度消資税収支調整額、建設改良積立金で桶て

んしました)
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町内各地･｡環境美
　環境美化キャンペーンが「関東地方環境美化運動

の日」（５月30日：ゴミゼロの日）を中心に、自治

会をはじめ、各種団体などの参加・協力により町内

各地で行われました。

　キャンペーンは、ゴミ持ち帰り・不法投棄防止の

呼びかけや町主要道路の清掃をけじめ、町内各地で

ゴミの収集・清掃などに延べ７、４３８人の自治会

や各種団体の協力により実施され、空き缶やゴミ類

など合わせて約４トンが収集されました。

　皆さんのご協力により、大きな成果を上げること

ができました。これからもゴミのないきれいな住み

よいまちをめざし、皆さんのご協力をお願いします。

………,ITjﾉﾆ∧ぐ実，

○延べ参加人数
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黒川河川敷（東雲橋周辺）のゴミ拾い
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「
大
人
の
郷
愁
え
子
ど
も
の
夢
の

か
け
橋
」
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
延
べ

入
館
者
が
、
６
月
１
日
に
４
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

　
４
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
埼
王

県
ハ
潮
市
の
山
田
幸
輝
く
ん
（
２
歳
）

で
、
清
水
英
世
町
長
か
ら
大
き
な
大

の
縫
い
ぐ
る
み
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
ご
両
親
の
幸
夫
さ
ん
・
正
美

さ
ん
と
と
も
に
「
祝
・
入
館
４
０
万
人
」

の
く
す
玉
を
割
り
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
親
子
が
お
も
ち
や
博
物

館
を
訪
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
だ

そ
う
で
、
突
然
の
出
来
事
に
驚
き
な

が
ら
も
、
大
勢
の
入
館
者
・
博
物
館

職
員
た
ち
の
祝
福
に
応
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
館
者
４
０
万
人
を
記
念
し

て
、
町
観
光
協
会
と
博
物
館
内
　
ナ

イ
ス
シ
ョ
ス
フ
　
提
供
に
よ
る
抽
選

が
行
わ
れ
、
約
１
０
０
名
の
子
供
た

ち
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

４

○収集里

　・空き缶類

　　　…約１３,５００個

　・その他のゴミ類

計



いて

一一 --一 一- 一 一 一 一一 一- 一 一 一 一一 一 一 一

　
2
1
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
養

育
家
庭
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
児
童
手
当
・
遺
児
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
に
お
い
て
、
随
時
受
付

（
土
・
日
曜
・
祝
日
及
び
振
替
休
日
を
除
く
、
午
前
８
時
3
0
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
で
お
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
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Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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－
Ｉ
－
‐
－
－
’
１
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

児
　
童
　
手
　
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
銀
衷
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
児
童
手
当
の
限
度
銀
棟
を
、
そ
の

他
の
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

さ
ら
に
特
例
給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

ＣＺＤ

　児童手当所得制限限度額表

る
方
の
平
成
８
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
所
得
顔
は
、
平
成
８
年
分

の
所
得
顔
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除

し
た
顔
に
な
り
ま
す
。

☆
手
当
月
額

　
・
第
一
子
　
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

　
・
第
二
子
　
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

　
・
第
三
子
以
降
　
　
１
０
、
０
０
０
円

☆
支
給
月

　
６
月
、
1
0
月
、
２
月

＝･j匹心､､-･･j匹gll-･ji=･･七､､だ､－..j心lだ､び､一心心心原沢心心､にui皿ｍりり｀四a9妬皿・a・Sim社外・・匹mmMISSSmaamMIS皿ｍ・・ｍｍ・

扶養親族
等の人数

士現童李当万
言三回||

､

漕暫鰐帳

贈言三言言言言ｍ託言回朧H

所得額(円) 所得額(円)

Ｏ人 1,496,000 3,278,000

１人 1,796,000 3,578,000

２人 2,096､000 3,878,000

３人 2,396,000 4,178,000

４人 2,696,000 4,478,000

５人 2,996,000 4,778,000

遺
　
児
　
手
　
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
手
当
月
額

・
児
童
一
人
あ
た
り
　
３
、
０
０
０
円

☆
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
１
８
歳
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ

っ
て
全
額
、
一
部
支
給
停
山
Ｌ
、
ま
た
は

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
手
当
月
額

・
児
童
一
人
　
　
　
４
１
、
３
９
０
円

・
児
童
二
人
　
　
　
４
６
、
３
９
０
円

・
児
童
三
人
以
降
３
、
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
、
１
３
、
７
０
０

　
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

☆
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
又
は

身
体
に
障
害
（
１
級
・
２
撒
）
の
あ
る

児
童
（
2
0
硫
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

☆
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
リ
）

・
１
級
該
当
　
　
　
５
０
、
３
５
０
円

・
２
級
該
当
　
　
　
３
３
、
５
３
０
円

☆
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
Ｈ
月

七
厘
湛
秀
三

　
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児

童
・
所
得
制
限
な
ど
詳
し
く
は
、

・
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
３

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５



　
家
庭
に
お
け
る
被
害
で
多
い
の
が
、

空
き
巣
と
忍
び
込
み
で
す
。
こ
れ
ら
の

犯
罪
は
、
窓
や
ド
ア
の
開
け
っ
ぱ
な
し

や
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
か
ら
起
き
て
い
ま

す
。
　
外
出
す
る
前
、
お
や
す
み
前
に
は
、

平成8年度事件発生状況

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を

点
検
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
ほ
か
、

外
出
の
際
に
は
、
隣
近
所
に
留
守
中
の

用
心
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
玄
関
や
勝
手
ロ
ド
ア
な
ど
に

は
、
主
錠
の
ほ
か
補
助
錠
（
フ
ノ
ド

ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
窓
に
は
、
侵
入
防
止
の
た
め

の
格
子
等
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

W

(資料：栃木警察署)

　
幼
児
等
を
対
象
と
し
た
誘
拐
防
止
の

た
め
に
、
幼
児
の
一
人
遊
び
を
さ
せ
な

　
　
「
ほ
ん
の
２
、
３
分
だ
か
ら
」
と
、

キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
て
買

い
物
し
た
り
、
「
自
宅
の
駐
車
場
だ
か

ら
」
と
い
っ
て
、
キ
ー
を
付
け
た
ま
ま

駐
車
し
た
り
…
…
。

　
こ
の
よ
う
な
あ
な
た
の
油
断
や
ス
キ

が
盗
難
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
キ
ー

を
抜
き
、
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
を
停
め
る
と
き

は
、
主
錠
の
ほ
か
チ
ェ
ー
ン
錠
等
に
よ

る
二
重
ロ
ッ
ク
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
車
を
山
Ｌ
め
て
お
く
と
き
は
、

駐
車
場
か
車
庫
に
い
れ
、
道
路
上
や
空

き
址
な
ど
に
止
め
て
お
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

か
な
い
よ
う
に
理
解
さ
せ
て
お
く
ほ

か
、
幼
稚
園
や
学
校
等
の
周
辺
で
見
知

ら
ぬ
不
審
な
者
を
見
た
場
合
は
、
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　
チ
カ
ン
防
止
に
つ
い
て
は
、
服
装
に

注
意
し
、
相
手
に
ス
キ
を
見
せ
な
い
ほ

か
、
暗
い
道
路
、
人
ど
お
り
の
な
い
道

路
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
登
千
枚
の
際
は
、
複
数
で
、
夜
間

は
必
ず
保
護
者
同
伴
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

三
暴
力
団
の
排
除
と
　
　
　
レ

聡
゜
。
　
　
　
　
　
　

銃
器
犯
罪
の
防
止
三

ｎ
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

　
地
域
・
職
域
ぐ
る
み
で
「
暴
力
団
を

恐
れ
な
い
」
、
⊇
希
力
団
を
利
用
し
な

い
」
、
「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
」
の

　
暴
力
団
排
除
３
な
い
運
動
の
推
進
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
銃
社
会
化
を
抑
止
す
る
た
め
、
け
ん

ら
…
…
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
親
が

自
分
の
子
供
の
行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
は
犬
切
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も
に

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ

く
り
、
悩
み
事
や
相
談
に
の
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

◇
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
に
お
い
が
す
る
。

◇
こ
れ
ま
で
つ
き
合
い
の
な
か
っ
た
友

　
連
か
ら
頻
繁
に
連
絡
が
く
る
。

◇
小
遣
い
の
範
囲
で
買
え
な
い
よ
う
な

　
も
の
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

◇
と
き
ど
き
帰
宅
が
遅
く
な
る
な
ど
。

　
行
動
に
ム
ラ
が
で
て
き
た
。

　
悩
み
事
や
お
気
づ
き
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら

・
栃
木
警
察
署
　
　
�
2
5
－
０
１
１
０

・
壬
生
交
番
　
　
　
�
8
2
１
０
１
０
５

１
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
交
番

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
6
－
２
４
２
６

銃
所
持
に
関
し
て
、
「
見
た
」
、
「
聞
い
　
　
・
羽
生
田
警
察
官
駐
在
所

た
」
、
「
知
っ
て
い
る
」
と
の
情
報
を
、

積
極
的
に
「
け
ん
銃
　
１
１
０
番
」

�
０
２
８
－
６
２
４
－
１
０
７
４

へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
１
０
４
２

・
上
田
警
察
官
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
6
１
１
只
｀
０
１

　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



群
馬
県
高
崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ
だ
ち
な

か
市
を
結
ぶ
北
関
東
自
動
車
道
の
都
賀

町
～
圭
二
川
町
間
の
工
事
が
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

　
本
町
を
通
る
北
関
東
自
動
車
道
の
工

事
は
７
工
事
に
分
か
れ
、
昨
年
８
月
に

六
美
西
工
事
に
着
手
以
後
、
他
の
工
事

に
お
い
て
も
随
時
着
手
さ
れ
、
工
事
区

間
の
最
も
長
い
稲
葉
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
５
月
2
0
日
、
下
稲
葉
地
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
2
2
日
に
は
、
黒
川
に
か

か
る
黒
川
橋
の
ボ
ル
ト
締
結
の
閉
公
式

が
福
和
田
地
内
の
黒
川
橋
現
場
で
行
わ

れ
る
な
ど
、
町
内
各
所
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
の
着
手
等
に
よ
り
、
工

事
車
両
の
増
加
や
交
通
規
制
な
ど
何
か

禰I内ｿ墨

,

高齢4り

,

和ﾌﾟ貝/Xナ
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貝ハナさん（中表町）の自宅へ清水英世町

長と

，

町立の５つの保育園の園児代表15名

が誕生日のお祝いに訪れました

。

　ハナさんは

，

前日に自ら庭の草むしりや

座敷=の拭き
=
掃除奇ｿしだぞ奮勿

,……;,=

:

=
当岩ともj,皆の

普に元気巻姿を

=

見せてぐ《

=j==万れ｡=itじたJi=ﾌﾞ===jyj;=宍==4:==j==jj=1=万=Jy==ﾚ=

町長から花束を

，

そしで園児だちﾉから千

羽鶴を贈られたハナさんは「涙が出るほど

嬉しいです」と

，

満面の笑みで応えました

。

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

鎌
入
れ
の
儀
を
行
う
福
島
助
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
工
事
区
）

黒
川
橋
上
で
ボ
ル
ト
を
締
結
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
町
長

心

　
壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
三
）

鳥
居
家
初
代
壬
生
藩
主

幕
府
の
寺
社
奉
行
・
若
年
寄

　
鳥
居
忠
英
（
と
り
い
　
た
だ
て
る
）

　
　
　
　
１
６
６
５
年
（
寛
文
５
年
）
～
１
７
１
６
年
（
享
保
元
年
）

　
出
羽
国
山
形
藩
主
二
十
二
万
石
と
し

て
有
力
譜
代
大
名
で
あ
っ
た
鳥
居
家

は
、
不
行
跡
に
よ
る
領
地
没
収
が
度
重

な
り
、
１
６
８
９
年
（
元
禄
２
年
）
忠

英
が
家
を
継
い
だ
と
き
に
は
、
能
登
国

四
郡
の
内
わ
ず
か
一
万
石
を
領
す
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
忠
英
は
近
江
国
水
口
試
二

万
石
（
滋
賀
県
）
に
転
じ
、
貴
社
番
・

寺
社
奉
行
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、
－

７
１
１
年
に
は
、
幕
府
の
要
職
で
あ
る

若
年
寄
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と

も
に
翌
1
2
年
（
止
徳
２
年
）
　
一
万
有
加

増
さ
れ
て
下
野
国
壬
生
藩
圭
三
万
有
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
作
ら
れ
た
『
壬
生
麦
町
通

町
明
縦
帳
』
（
町
文
化
財
）
に
は
、
商

業
な
ど
城
下
町
壬
生
の
繁
栄
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
領
地
は
、
城
付
領
の
下

野
国
都
賀
郡
、
そ
れ
に
付
随
す
る
山
川

領
の
下
紀
国
結
城
、
猿
島
、
葛
飾
郡
の

ほ
か
に
、
飛
地
が
上
方
領
と
し
て
播
磨

国
、
大
和
国
に
あ
り
ま
し
た
。

　
忠
英
は
、
領
内
の
殖
産
興
業
策
と
し

て
近
江
か
ら
「
十
瓢
」
を
取
り
寄
せ
普

及
さ
せ
、
ま
た
、
文
教
政
策
に
も
優
れ

た
見
識
を
持
ち
、
小
藩
で
あ
っ
た
に
も
・

か
か
わ
ら
ず
東
国
（
関
東
地
方
）
諸
藩
・

に
先
立
ち
藩
校
の
「
学
習
館
」
の
開
設

な
ど
、
壬
生
藩
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
壬
生
藩
「
学
習
館
」
は
、
－

７
１
３
年
（
正
徳
３
年
）
に
壬
生
誠
二

の
丸
門
北
側
堀
端
（
壬
生
小
学
校
正
門

付
近
）
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
学
習
館
」
は
、
下
野
Ｈ
藩
の
藩
校

の
中
で
は
群
を
抜
い
て
、
１
０
０
～
Ｉ

５
０
年
も
早
く
設
立
さ
れ
、
全
国
か
ら

み
る
と
、
岡
山
県
の
花
畠
教
場
（
寛
永

1
8
年
）
、
会
津
藩
の
日
新
館
（
寛
永
年

問
）
に
つ
ぎ
和
歌
山
県
学
習
館
（
正
徳

３
年
）
と
同
年
の
開
設
と
伝
え
ら
れ
最

も
古
い
部
類
に
入
り
ま
す
。

　
次
回
は
、
鳥
居
忠
挙
で
す
。

壬生藩鳥居家初代

　鳥居忠英画像

７



　
　
「
農
業
は
娘
夫
婦
が
後
を
継
い
だ
の

で
、
今
は
自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
作

っ
て
い
る
ん
で
す
。
」
と
言
っ
て
、
進

ヽ-

さ
ん
と
ア
キ
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
庭
へ

案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
進
さ
ん
は
主
に
リ
ン
ゴ
・
ぶ
ど
う
・

密達者　　レ

カッフル頑）

北小林

犬垣

　　－

｢不思議な鳥｣

　　藤井小学校６

　　　倉　井

　進さん(８

７半さん(ワ

‰。，

隆　教

ﾄﾓ

青
春
ス
ケ

ッ
チ
対

j l -●一一1　↓●●-－I　●　考幽l-- J.4一一＿往事も趣味t,槙恒げ引こ

　　　　　　中泉　　入江　美子さん

　事務の仕事をしている美子さんは「応対には常

に気をつけています。そのほか、新聞には、毎朝

目を通します｡」と、仕事に対して前向きに取り組

んでいます。

　美子さんの主な趣味は読書（小説）やビデオ観

賞（ホラー映圓）で、その他には愛車を磨くこと

が好きだということです。また、現在所有してい

るパソコンでインターネットにも挑戦してみたい

と、仕事だけでなく、趣味においても積極的です。

走
気
Ｉ

藤井小学校３年

　　毛　塚　恵　実

礁
◎
⑩
忌

８
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と辿万

一

初
優
勝
を
飾
っ
た

　
　
　
壬
生
束
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

キ
ウ
ィ
と
い
っ
た
果
物
を
育
て
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
庭
に
は
サ
ツ
キ
の
休

診
兄
も
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
特
に
ぶ

ど
う
の
本
は
大
き
く
育
ち
、
実
が
な
る

と
、
近
所
に
お
裾
分
け
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
一
方
ア
キ
さ
ん
は
野
菜
が
中
心
で
、

カ
ボ
チ
ャ
・
じ
ゃ
が
い
も
・
大
根
・
と

う
も
ろ
こ
し
・
生
姜
・
絹
さ
や
な
ど
が

植
え
て
あ
り
、
そ
の
ほ
か
ス
イ
カ
も
作

っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
止
６
年
に
生
ま
れ
た
進
さ
ん
は
、

昭
和
５
年
に
南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校

を
卒
業
後
、
家
業
の
農
業
を
継
ぎ
、
同

じ
く
南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

後
、
実
家
で
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
い

全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
県
予
選

た
ア
キ
さ
ん
と
昭
和
1
4
年
に
結
婚
し
ま

し
た
。

　
戦
時
中
は
、
昭
和
1
7
年
に
騎
兵
隊
へ

入
隊
し
、
南
方
戦
線
へ
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
後
台
湾
へ
移
り
、
終
戦
は
国
内
の

價
行
場
で
む
か
え
ま
し
た
。
以
来
、
８

年
ほ
ど
前
に
娘
夫
婦
が
後
を
継
ぐ
ま
で

二
人
で
農
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　
進
さ
ん
の
趣
味
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
、
現
在
は
週
３
回
、
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
腕
前
は
、
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
が
あ
る
ほ

ど
で
す
。
　
ア
キ
さ
ん
の
趣
味
を
た
ず

ね
る
と
、
「
あ
え
て
言
え
ば
、
野
菜
づ

く
り
が
実
益
と
運
動
を
兼
ね
た
趣
味
で

す
。
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

壬
生
東
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝

　
第
Ｈ
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
　
　
を
飾
り
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
が
５
月
1
0
・
Ｈ
・
　
　
　
な
お
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
８
月
８
日
か

1
8
日
の
３
日
間
、
田
沼
町
の
グ
リ
ー
ン
　
　
ら
滋
賀
県
守
山
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
県
内
か
ら
３
１
　
　
大
会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

チ
ー
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
す
。

　
本
町
か
ら
出
場
し
た
壬
生
東
ク
ラ
ブ
　
関
東
小
学
生

は
、
準
決
勝
ま
マ
の
ｓ
試
合
を
危
な
げ
　
　
　
選
抜
大
会
も
制
す

な
く
勝
ち
進
み
、
佐
野
市
の
植
野
ク
ラ
　
　
　
同
ク
ラ
ブ
は
、
５
月
３
～
５
日
の
３

ブ
と
の
準
決
勝
を
５
対
―
と
、
こ
れ
を
　
　
目
間
、
東
京
都
大
田
区
多
摩
川
緑
地
野

退
け
決
勝
へ
進
出
、
那
須
町
の
芦
野
ク
　
　
球
場
で
行
わ
れ
た
、
第
７
回
関
東
小
学

ラ
ブ
と
の
決
勝
戦
も
持
ち
前
の
粘
り
強
　
　
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
も
優
勝

さ
を
発
揮
し
３
対
１
で
破
り
、
初
優
勝
　
　
し
て
い
ま
す
。

チピッ子アルバム
【
写
真
左
か
ら
】
み
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ
し
　
　
　
　
　
　
　
と
お
る

あ
さ
実
ち
ゃ
ん
（
五
大
）
・
毅
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
・
徹
ち
ゃ
ん
（
８
歳
）

　
　
（
父
）
伊
沢
　
好
夫
さ
ん

　
　
（
母
）
　
ク
　
　
広
子
さ
ん
　

（
上
　
田
）

お
ほ
さ
ん
か
ら
一
言

　
元
気
一
杯
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
。

優
皿
に
ち
や
ん
（
２
歳
）

　
（
父
）
石
原
　
哲
也
さ
ん

　
（
母
）
　
ク
　
　
智
美
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
落
　
合
）

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　
　
　
パ
パ
と
マ
マ
は
毎
日
幸
せ
で
す
。

「チビツ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを

添えて、町総務部企画財政課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。
９
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１
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第
1
4
回
千
生
町
テ
ニ
ス
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
が
５
月
2
5
日
、
町
総
合
運
動

場
で
行
わ
れ
、
ダ
ブ
ル
ス
戦
に
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
　
績

テ
ニ
ス
大
声

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
出
場
１
１

　
優
　
勝
　
　
南
　
・
上

　
準
優
勝
　
高
　
山
・
坂

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
出
場
１
１

2
5
組
）

野
　
組

23本

組
一組

侵
　
勝
　
中
　
村
・
原
　
子

ア
ユ
の
放
濡
行
わ
れ
る

組

　
６
月
―
日
に
ア
ユ
解
禁
を
ひ
か
え
た

５
月
2
6
日
、
黒
川
で
下
都
賀
漁
業
協
同

組
合
千
生
支
部
（
鈴
木
利
一
支
部
長
）

に
よ
り
、
恒
例
の
ア
ユ
の
放
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
放
流
さ
れ
た
の
は
体
長
1
5
皿
秤

の
ア
ユ
で
、
藤
井
植
・
東
雲
橋
・
福
相

田
植
の
３
か
所
に
分
け
て
、
重
さ
に
し

て
計
５
０
０
㎏
分
か
、
運
搬
車
か
ら
ホ

ー
ス
を
使
っ
て
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
き
れ
い
な
河
川
を
守
る
た
め
、

空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う

ご
協
力
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
準
優
勝
　
本
　
田
・
渡
　
辺
　
組

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・

ｒ
Ｉ
’
－
’
－
－
’
－
－
－
－
－
－
－
－
１
’
－
－
－
”
！
－
‘
’
Ｉ
Ｉ
゛
―
’
｀
し

☆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
石
川
足
）

・

上
　
野
　
組

　
準
優
勝
　
田
　
中
・
石
川
（
竜
）
組

☆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
田
　
中
・
田
　
村
　
組

　
準
優
勝
　
平
　
石
・
安
　
野
　
組

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
笹
　
井
・
平
　
石
　
組

　
準
優
勝
　
増
　
山
・
山
　
目
　
組

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
大
　
高
・
荒
　
川
　
組

　
準
優
勝
　
阿
久
津
・
田
　
中
　
組

下都賀地区親善バレーボール大会

　　１１チームが熱戦を展開

　下都賀地区家庭婦人バレーボール連盟主催の

第５回親善バレーボール大会が３月30日、町総

合運動場体育館で行われました。

　大会には、下都賀地区（１市８町）から11チ

ームが参加、Ａ・Ｂの２ブロックに分かれ熱戦

が展開されました。

｜

｜

｜

－
－
－

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

　
　
障
害
者
ボ
ー
リ
ン
グ
教
室

｜

｜

｜

愛相クラブ（石橋町）

ふじクラブ（大平町）

ＰＲＩＭＯ（プリモ亘壬生町）

サンクラブ（有橋町）

優　勝

準優勝

に瑠膳鱗ﾖ

：◇Ａブロック

◇Ｂブロック　優　勝

　　　　　　　準優勝

｜

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
　
　
（
療
育
手
帳
保
侍
者
を
含
む
）
並
び
に
介
護
者
の
方
を
対

通
じ
て
、
障
害
者
の
体
力
の
維
持
増
強
　
　
象
に
し
か
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す

を
図
る
た
め
、
身
体
障
害
（
児
）
者
　
　
の
で
、
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

募
集
し
ま
す
。

六
上
　
二
　
壬
生
町

二
三
　
　
障
害
手
帳
・
療
育
手
帳
保
持
者
、
介
護
者

　
　
　
　
　
　
車
椅
子
・
全
盲
等
の
方
も
参
加
可
言

言
言
言
　
宇
都
宮
第
二
ト
ー
ヨ
ー
ボ
ウ
ル

言
☆
∇
・
　
バ
ス
（
町
ま
た
は
委
託
先
）

二
回
二
　
参
加
者
が
決
定
し
だ
い
個
々
に
通
知
し
ま
す
。

二
言
　
一
一
　
中
山
範
彦
プ
ロ
ほ
か

〈
…
…
一
一
一
一
‐
‐
‐
・
‐
‐
・
・
・
・
　
７
月
1
5
日
ま
で
に
町
民
生
都
福
祉
課
へ
お
申

　
　
　
　
　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
三
子
。
町
民
生
都
福
祉
課
�
8
2
１
２
３
４
内
線

1 2
6

◇内容(定員各25名、参加無料)

※プレイ開始午後２時

10

言|

J=1



教育相談員がづ一.'･

　設置されました

　　　ｊ

ヽ～ノ

　
県
道
宇
都
宮
・
栃
木
線
（
栃

本
街
道
）
、
上
田
・
壬
生
線
ほ

か
の
路
線
に
お
い
て
、
平
成
ｐ
一

年
の
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開

催
に
向
け
た
、
道
路
拡
幅
工
事

等
が
ま
も
な
く
着
手
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
工
事
期
間
中
、
皆
さ
ま
に
は

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

心

や
各
地
の
行
楽
地
で
は
プ
ー
ル
開
き
を
迎

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
夏
休
み
を
控
え
た

っ
て
は
、
う
れ
し
い
季
節
の
到
来
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
に
な
り
ま

の
が
、
水
難
事
故
。
海
や
川
で
溺
れ
た
り

ら
８
月
に
県
内
で
は
、
４
件
の
水
難
事
故
が

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

周
り
で
趙
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

―
お
母
さ
ん

ぎ
守
る
の
は
あ
な
た
で
す

このような悩みに応じます

　　　登校拒否、いじめ問題、家庭教育、性格行動、

　　怠学・怠惰、心身の障害による教育上の悩み、交

　　友問題、新入学の不安、成績不振など教育問題－

　　般について

悩みを早く解消するために

　　　悩みの解消に向けて、全面的にご援助します。

　　主な相談対象者は、児童生徒本人・保護者やその

　　関係者です。

　　　相談内容についての秘密は固く守られます。

　　　匿名による相談にも応じます。

相談方法　　　づ

　◇電話相談

　　相談専用電話�８２－ ４１１４

　　　　　　　　（留守番電話になることもあります）

　◇手紙による相談（送付先）

　　〒321-02壬生町通町12－22

　　　　　　壬生町教育委員会教育相談係宛

レ◇面談による相談ノ‥

　　相談者と日時場所を決めます。

　
肝
心
な
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
水
辺
に
近
づ
か
せ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
や
川
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
な
ら
何
で

も
な
い
よ
う
な
水
た
ま
り
な
ど
で
も
事
故
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
近
所
で
水
の
事
故
が
起
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
な
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ろ
か
ら
「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ

ん
よ
」
と
言
い
聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ

｀
り
／
Ｏ　

も
し
、
子
ど
も
を
水
辺
で
遊
ば
せ
る

と
き
は
、
必
ず
、
大
人
が
一
緒
に
つ
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
人
が
っ
い
て
い
て
も
、
目
を
離
し

て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
動

き
回
る
子
ど
も
に
つ
い
て
ゆ
け
ず
に
子

ど
も
と
離
れ
、
そ
こ
で
事
故
が
起
き
て

款
助
か
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な

る
べ
く
手
の
届
く
範
囲
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一一
-

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

家
族
一
人
三
本
宛
の
茄
子
の
苗

マ
ル
チ
を
敷
き
て
丁
寧
に
植
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

ゆ
く
り
な
く
ス
タ
イ
ル
の
良
き
写
真

出
づ
わ
れ
に
も
若
さ
時
の
あ
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

い
じ
め
る
子
い
じ
め
ら
れ
る
子
わ
か

ら
ね
ど
み
ん
な
元
気
に
登
校
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
壮

雨
降
り
て
土
の
し
め
る
を
待
ち
て
ゐ

し
茄
子
と
胡
瓜
の
苗
を
植
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

俳
　
　
句

人
棲
ん
で
蕗
を
煮
る
香
や
志
士
旧
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

新
保
之
ロ
ー
カ
ル
保
の
手
動
ド
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

祖
父
の
忌
や
新
茶
を
も
ち
て
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

田
植
見
目
を
今
日
一
日
と
会
社
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

１１
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’健康診断ｗ　　　　　ｗ　　　　ｗ　　　　　ｗ　　　　　　ｗ　　　　　　ｗ　　　●

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　一

‾体力測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｗ　ｉ

　！

　！

Ｈ

犬 健康度測定 体力測定

ねらい
纏･麹･順のﾊﾞﾗﾝｽのと肢競的な生習動駐を目礼､針

で礦的な題づくりができるよう､自頒則頌鵠るための]-ｽ甘o

健康づくりのために安全で効果的な運動実践ができる

よう、自分の体力度を知るためのコースです。

明日及び利用順
月曜日～金曜日

9:30～15:30

太一水曜日　13:00～ワ:00

木曜日18:00～20:30

金曜日13:00～ワ:00

土曜日　9:30～12:00

所要時間 約6時間 約１時間10分

利用金額 12,000円 1,000円

申込み
　　予約制(電話でお申込みくたさい)

受付時間月曜日～金曜日8:30～17:00

電話番号028(623)5555

　　予約制(電話でお申込みください)

受付時間火曜日～上曜日9:00～17:00

電話番号028(623)5566

※上記のいずれかの測定を受検後、当センターの施設利用(有料)が！
　可能となります。
．　　　　　　　　　－　　　　　　　　　一
-　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　-　　　　　　-　　　　　　-
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16.個別指ｌ(医学･栄盤丿運動丿生洒l
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　　　　　６月１日現在

　総人口40

,

070人（　58）
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…

男　19

,

721人（　32）
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　世帯数/12

,

628世帯（　=36）

　　　　∩内は前月比
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13,理学的検査(診察)

□二公

１　１に大納　●●●●
納変期　国国都固
付込限　民民市定
しみ間　年祭計資
ま合際＿金保画産
しいは納．､、険税税
よま　｀期７税＿－

うす納限月〒２２・・付７分期懇懇
　お窓月一屏
　早口31　j;

　めが日　納
　　　一　一
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壬
生
町
歌
謡
会
様

８身jWW定

　ぐご｡Ｊ，
　蓉邸゛,ｉ
　簿

Ｏ日　時　８月29日(金)

　　　　　開場：午後６時

　　　　　開演：牛後６時30分

○会　場　壬生中央公民館

　　　　　　大ホール(城址公園ﾎ引ﾚ)

○入場料　２､０００円(全自由席)

　※入場券は、壬生中央公民館、

　稲葉・南犬飼両出張所、闘壬生

　町施設振興公社事務所(総合公

　園内)で取り扱っています。

　(未就学兄の入場はできません)

○主　催　賢壬生町施設振興公社

○後　援　壬生町教育委員会

○問合せ先

　･壬生中央公民館�８２-０ １０ ８

安静時七霜図

　.べつy、
亘謳

〃　　　ｉ

に肺機能
　ｽﾞ１

li.閤診
り

2.昼食
t’

　艦･.･.－

　
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
人
ご
と
の
健
康
度
を
測
定
し
、
そ
の

人
に
あ
っ
た
栄
養
・
運
動
・
休
養
に
関
す
る
細
か
な
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
運
動
の
実
践
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

｜

合
４
万
６
千
２
２
４
円
①

　
パ
士
フ
ー
ア
イ
ド
ル
お
客
様
一
同
縁

合
5
0
万
円
①

　
中
山
真
理
子
・
佐
藤
立
樹
ジ
ョ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
委
員
会
様

金
1
0
万
円
⑦

　
掲
協
医
科
入
学
病
院
看
護
部
お
花
見
実
行
委
員
会
様

合
１
万
円
⑧
　
　
　
　
㈱
県
南
環
境
様

金
1
0
万
円
①

　
栃
木
県
電
気
工
事
業
工
業
組
介
栃
木
支
部
様

合
９
万
２
千
５
０
０
円
①

　
栃
木
県
メ
乱
Ｔ
万
都
賀
束
淡
入
会
実
行
委
員
会
株

「
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
－
―
－
―
―
‐
・

一
寄
　
付

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）
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